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紅
ま
ど
ん
な
タ
ル
ト

　

永
久
堂
は
新
居
浜
市
で
１
０
０
年
近
く
続
い
て
い
る
洋
菓
子

店
で
す
。
創
業
当
時
か
ら
「
地
元
に
根
ざ
し
、地
元
に
愛
さ
れ
、

地
元
の
柑
橘
を
使
っ
た
洋
菓
子
づ
く
り
」
を
一
貫
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
の
柑
橘
・
紅
ま
ど
ん
な
に
着
目
し
ま
す
が
、
商
品
化
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
そ
う
で
す
。
高
級
柑
橘
な
の
で
ス
ラ
イ
ス
な
ど

を
外
注
す
る
と
単
価
が
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
外
皮
を
傷
め
な
い

丁
寧
な
ス
ラ
イ
ス
、
冷
凍
、
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
等
、
全
工
程
を
自

社
工
場
で
行
う
こ
と
に
し
ま
す
。
生
果
は
短
期
流
通
な
の
で
仕

入
れ
後
の
手
際
の
よ
さ
、
待
っ
た
な
し
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
は
色
落
ち
し
な
い
独
自
開
発
の
製

法
で
。
生
地
は
果
汁
を
練
り
込
み
、
風
味
の
豊
か
さ
と
し
っ
と

り
感
を
持
ち
味
に
。
５
年
ほ
ど
前
に
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
紅
ま
ど

ん
な
と
一
緒
に
ほ
お
ば
る
と
、
サ
ク
ッ
ふ
わ
っ
と
甘
く
爽
や
か

な
香
り
が
立
ち
の
ぼ
る
新
し
い
タ
ル
ト
が
完
成
。
紅
ま
ど
ん
な

の
人
気
と
と
も
に
「
紅
ま
ど
ん
な
タ

ル
ト
」
の
認
知
度
も
全
国
へ
と
広
が

り
、
瀬
戸
内
7
県
が
集
う
「
瀬
戸
内

お
み
や
げ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
堂
々

の
入
選
を
し
て
い
ま
す
。

　

紅
ま
ど
ん
な
を
使
っ
た
商
品
に

は
、
夏
場
に
喜
ば
れ
る
チ
ュ
ー
ブ
タ

イ
プ
の
「
紅
ま
ど
ん
な
ゼ
リ
ー
」
も

あ
り
、
ひ
と
味
違
っ
た
お
い
し
さ
が

楽
し
め
ま
す
。
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～
紅
ま
ど
ん
な
～
④

「紅まどんな」は
ＪＡ全農の登録商標です！

　愛媛生まれのオリジナル品種・紅まどんなは、
ゼリーのようになめらかな果肉、たっぷり果汁、
大玉で紅の濃い美しい外観から、贈答用に需要
が高まっています。

▲永久堂はJR多喜浜駅からすぐ。全国を飛びまわる
販売企画課長の曽我部さんと

▲皮もまるごと食べられる紅まどんなの大きなスライス、
「紅まどんなタルト」。右後方は「紅まどんなゼリー」

◀昔ながらの銘菓「かきくらべ」、看板商品「瀬戸内レモン
ケーキ」、人気のバウムクーヘン他、常時30種以上が
並ぶ。予約で紅まどんなのケーキも可（季節限定）



今月の表紙

	 農の風景Vol.215
	 美味絶賛～「紅まどんな」～④
	 ㈲永久堂

●2	 〈特集〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 JA全農・愛媛県本部
	 「令和２年度事業計画」　

●8	 機構改革と人事異動

●9	 県本部長　就任あいさつ

●10	 全農愛媛県本部　2020年度（令和２年度）機構図&ライン
管理職等配置

●11	 THE・ねっとわーく

●13	 トピックス

●14	 ふるさと		ESSAY		VOL.283
	 私の土台を作ってくれた
	 故郷と家族
	 山瀬　理恵子さん

●16	 TOPIC		NEWS

●20	 READERS通信
	 NOW		NOW		COOKING
	 〈今月の素材〉玉ねぎ

※『あぐり～ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■お取り寄せ・JA全農えひめ直販ショップ
　　　https://www.ja-town.com/shop/c/c7201/
　　　※愛媛の旬の農産物と加工品をお届けします！
■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。
◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp
◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/
◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/
◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/
◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp
◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　「おーい、起きろー、春がきたぞー」互いに
声をかけあってムクムクと土の上に顔をみせる
竹の子どもたち。
耳を澄ませば、パキッ、ニョキッ。たけのこが
土を割って出てくる音が聞こえてきそうな静寂
の竹林に、音をさえぎる花が舞い、鳥はさえず
ります。陽光のもと、まるまる太った立派なた
けのこが今年も出そろいました。
●表紙：たけのこ
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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Ｊ
Ａ
全
農

令
和
２
年
度
計
画

基
本
方
向

１
．
情
勢
認
識

⑴�

Ｊ
Ａ
全
農
は
、「
す
べ
て
は
組
合
員

の
た
め
に
、
そ
し
て
消
費
者
、
国
民

の
た
め
に
」
と
い
う
基
本
姿
勢
の
も

と
、
引
き
続
き
自
己
改
革
の
取
り
組

み
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、「
５
年

後
、
10
年
後
を
見
据
え
た
本
会
の
め

ざ
す
方
向
（
以
下
、「
め
ざ
す
方
向
」

と
い
う
）」
を
定
め
ま
し
た
。

【
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
た

本
会
の
め
ざ
す
方
向
】

①�

作
物
別
・
品
目
別
戦
略
策
定
に

よ
る
農
業
総
産
出
額
の
計
画

的
・
段
階
的
な
拡
大

②�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え

た
販
売
戦
略
の
構
築

③�

元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の

支
援

④�

急
変
す
る
海
外
動
向
に
対
応
し

た
新
た
な
海
外
戦
略
の
構
築

⑤
会
員
還
元
の
最
大
化

　

�　

こ
の
「
め
ざ
す
方
向
」
に
向
け
て
、

今
次
３
か
年
（
元
～
３
年
度
）
で
は
、

「
生
産
基
盤
の
確
立
」、「
食
の
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
位
の
確

立
」、「
元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
支
援
」、「
海
外
戦
略
の
構
築
」、「
Ｊ

Ａ
へ
の
支
援
強
化
」
の
５
つ
の
最
重

点
事
業
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、
こ
れ
ら
を
着
実
に
す
す
め
て
い

ま
す
。

⑵�

農
業
就
業
人
口
の
急
速
な
減
少
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
取
り
組
み
や
労
働
力
支
援
な

ど
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足
へ
の

対
策
が
急
務
で
あ
る
一
方
、
大
規
模

経
営
体
へ
の
農
地
集
積
の
進
展
に
よ

り
、
多
様
な
生
産
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

労
働
環
境
の
悪
化
や
高
齢
化
に
よ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
在
化
し
て
お

り
、
農
畜
産
物
の
物
流
合
理
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑶�

ま
た
、
少
数
・
共
働
き
世
帯
の
増
加

を
背
景
と
し
た
中
食
・
外
食
市
場
の

拡
大
に
よ
り
、
加
工
・
業
務
用
需
要

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、ｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
の
急
速
な
伸

長
や
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加

に
よ
り
今
後
一
層
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑷�

さ
ら
に
、
大
雨
・
台
風
な
ど
に
よ
り
、

農
畜
産
物
や
農
業
用
施
設
の
被
害
が

相
次
ぎ
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
迅

速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
Ｅ
Ｕ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
続
き
、
日
米
貿
易
協
定
が

２
年
１
月
に
発
効
し
た
こ
と
な
ど
、

国
内
農
業
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

�

２
．�

令
和
２
年
度
事
業
計
画
の
基
本
的

な
考
え
方

⑴�

自
己
改
革
の
取
り
組
み
の
加
速
化
お
よ

び
最
重
点
事
業
施
策
の
着
実
な
実
践

　

今
次
３
か
年
計
画
の
２
年
目
と
し

て
、
米
・
青
果
物
の
直
接
販
売
や
資
材

の
共
同
購
入
の
拡
大
な
ど
自
己
改
革
の

取
り
組
み
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
以

下
の
と
お
り
最
重
点
事
業
施
策
を
深

化
・
拡
充
し
、
本
会
グ
ル
ー
プ
役
職
員

の
総
力
を
結
集
し
て
、
こ
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ア�

．「
生
産
基
盤
の
確
立
」
で
は
、

労
働
力
支
援
、
革
新
的
技
術
の
導

入
・
普
及
、
契
約
栽
培
の
拡
大
、

お
よ
び
広
域
集
出
荷
施
設
の
設
置

な
ど
農
畜
産
物
の
物
流
合
理
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

イ�

．「
食
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

の
地
位
の
確
立
」
で
は
、
全
農
グ

ル
ー
プ
Ｍ
Ｄ
部
会
に
よ
る
商
品
開

発
や
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ウ�

．「
元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の

支
援
」
で
は
、
農
村
・
中
山
間
地

域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策
や
農
泊

へ
の
対
応
、
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
拡
大
を
す
す
め
ま
す
。

　

エ�

．「
海
外
戦
略
の
構
築
」
で
は
、

輸
出
拡
大
に
向
け
た
既
存
輸
出
国

に
お
け
る
販
売
力
強
化
、
営
業
拠

点
の
新
規
設
置
、
お
よ
び
輸
出
用

産
地
の
拡
充
に
取
り
組
む
と
と
も

～全力結集で挑戦し、
　　　　　 未来を創る～

「農業者の所得増大」
「農業生産の拡大」
「地域の活性化」

グループをあげて実践します！
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に
、
購
買
部
門
に
お
け
る
海
外
か

ら
の
原
料
・
資
材
の
調
達
力
強
化

を
は
か
り
ま
す
。

　

オ�

．「
Ｊ
Ａ
へ
の
支
援
強
化
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
分
析
等
を
ふ
ま
え
、
農

家
対
応
力
強
化
、
産
地
づ
く
り
、
物

流
合
理
化
、
拠
点
型
事
業
の
一
体

運
営
等
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵�

全
農
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
取
り

組
み

　

本
会
グ
ル
ー
プ
の
事
業
競
争
力
強
化

に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
内
の
事
業
連
携
や

会
社
再
編
、
管
理
業
務
の
合
理
化
な
ど

経
営
資
源
の
有
効
活
用
を
す
す
め
、
効

率
的
な
事
業
運
営
・
経
営
管
理
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
経
営
に
よ

る
会
員
へ
の
還
元
の
仕
組
み
を
検
討
し

ま
す
。

⑶
Ｊ
Ａ
の
組
織
改
革
へ
の
対
応

　

Ｊ
Ａ
の
広
域
合
併
や
県
域
Ｊ
Ａ
組
成

の
検
討
が
全
国
的
に
広
が
る
な
か
、
地

域
の
実
態
や
Ｊ
Ａ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
必
要
な
対
応
を
す
す
め
ま
す
。

⑷�

災
害
・
家
畜
疾
病
被
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興

　

地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
り
、
農
業
生

産
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
被
災
地

に
対
す
る
復
旧
・
復
興
支
援
、
お
よ
び

重
要
家
畜
疾
病
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
等
）
の
発
生

防
止
対
策
と
営
農
再
開
支
援
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
・
県
連
・
本
会
グ
ル
ー
プ
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑸�

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）

へ
の
取
り
組
み

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、
今
後
設
定
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
組
方
針
に
も

と
づ
き
、
本
会
の
事
業
を
通
じ
て
、
そ

の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め

ま
す
。

経
営
計
画

１
．
取
扱
計
画

　

平
成
30
年
度
実
績
と
比
較
し
、
米
穀

農
産
事
業
に
お
け
る
米
の
取
扱
数
量
の

拡
大
や
、
園
芸
事
業
に
お
け
る
実
需
者

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
生
産
振
興
の
取
り

組
み
に
よ
る
増
加
な
ど
を
見
込
み
、
取

扱
高
は
４
兆
８
、４
０
０
億
円
を
計
画

し
ま
す
。

　

な
お
、３
か
年
計
画
と
の
比
較
で
は
、

販
売
事
業
が
下
回
る
も
の
の
、
生
産
資

材
な
ど
購
買
事
業
が
上
回
る
こ
と
に
よ

り
、
全
体
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
水
準
と

な
り
ま
す
。

�

２
．
収
支
計
画

　

平
成
30
年
度
実
績
と
比
較
し
、
取
扱

高
の
増
加
に
よ
る
事
業
総
利
益
の
増
加

と
、
事
業
管
理
費
を
30
年
度
実
績
並
み

に
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
利
益

は
30
年
度
実
績
を
上
回
る
水
準
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
受
取
配
当
金
の
減
少
な

ど
を
織
り
込
み
、
当
期
剰
余
金
は
51
億

円
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
か
年
計
画
と
の
比
較
で
は
、

販
売
事
業
に
お
け
る
取
扱
高
の
減
少
と

直
接
販
売
の
拡
大
、
購
買
事
業
に
お
け

る
低
価
格
品
の
取
扱
拡
大
な
ど
に
よ
り

事
業
総
利
益
は
３
か
年
計
画
を
下
回
り

ま
す
。
ま
た
、
現
場
対
応
力
強
化
の
た

め
の
業
務
費
や
シ
ス
テ
ム
経
費
な
ど
の

増
加
に
よ
り
、
事
業
管
理
費
が
増
加
す

る
こ
と
も
あ
り
、
事
業
利
益
、
当
期
剰

余
金
と
も
３
か
年
計
画
を
下
回
り
ま
す
。

�

３
．
財
務
計
画

⑴
自
己
資
本
計
画

　

準
備
金
・
積
立
金
は
、
事
業
開
発
積

立
金
、
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
積
立
金
、

農
薬
開
発
積
立
金
の
取
崩
し
に
よ
る
減

少
12
億
円
、
お
よ
び
利
益
準
備
金
10
億

円
、
任
意
積
立
金
30
億
円
の
増
加
を
計

画
し
ま
す
。
ま
た
、
繰
越
剰
余
金
23
億

円
を
計
画
し
ま
す
。

⑵
施
設
等
取
得
・
処
分
計
画

　

生
産
基
盤
強
化
、
物
流
合
理
化
に
必

要
な
施
設
の
取
得
、
シ
ス
テ
ム
基
盤
強

化
な
ど
を
計
画
し
、
２
６
８
億
円
と
し

ま
す
。

⑶
外
部
出
資
計
画

　

畜
産
事
業
に
お
け
る
生
産
基
盤
の
拡

大
に
向
け
た
関
連
会
社
へ
の
増
資
な
ど

を
計
画
し
、
15
億
円
と
し
ま
す
。

４
．
要
員
計
画

　

今
次
３
か
年
の
要
員
計
画
に
も
と
づ

き
、令
和
３
年
３
月
末
の
職
員
数
は
８
、

３
０
０
名
程
度
と
し
ま
す
。

表１　ＪＡ全農　令和２年度取扱計画� （単位：億円）

事　　　　業 ２年度
計画

30年度
実績 実績比

（参考）
３か年計画

２年度

米 穀 農 産 事 業 7,446 6,932 107% 7,460

園 芸 事 業 12,720 11,288 113% 12,900

営農・生産資材事業 8,289 8,054 103% 8,140

畜 産 事 業 10,792 10,462 103% 10,940

生 活 関 連 事 業 9,152 9,190 100% 9,060

合　　　　計 48,400 45,925 105% 48,500

◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「令和２年度事業計画」
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愛
媛
県
本
部

令
和
２
年
度
事
業
計
画

最
重
点
施
策

　

愛
媛
県
本
部
で
は
、
第
37
回
Ｊ
Ａ
愛

媛
県
大
会
で
決
議
さ
れ
た
愛
媛
農
業
の

復
興
・
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
「
農

業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」
へ
の
挑
戦
、「
地
域
の
活
性
化
」
へ

の
貢
献
を
基
本
目
標
と
し
た
「
創
造
的

自
己
改
革
の
実
践
」
に
対
し
、
重
点
事

業
施
策
を
基
本
に
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業

を
支
援
し
、「
農
家
手
取
り
最
大
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
事

業
計
画
の
着
実
な
実
践
を
図
り
ま
す
。

　
耕
種
事
業

（
営
農
食
糧
部・園
芸
部・生
産
資
材
部
）

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
創
造
的
自
己

改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
の

実
現
に
向
け
、
農
業
生
産
基
盤
の
確
立

と
販
売
品
取
扱
高
拡
大
を
共
通
目
標
に

掲
げ
、
Ｊ
Ａ
・
関
係
事
業
部
門
の
連
携

強
化
に
よ
る
「
農
家
手
取
り
最
大
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
展
を
図
り
ま
す
。

重
点
事
項
と
し
て
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）
に
基
づ
く
生
産
・

販
売
事
業
の
確
立
」「
生
産
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
」「
営
農
・
経
済
事
業

の
機
能
・
体
制
強
化
」
の
具
現
化
と
と

も
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
新
技
術
の

導
入
普
及
と
地
域
実
情
に
沿
っ
た
多
様

な
労
働
力
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
県
域
機
能
の
拡
充
に

よ
る
Ｊ
Ａ
・
農
業
者
へ
の
支
援
に
取
り

組
み
、
生
産
・
販
売
・
購
買
事
業
一
体

と
な
っ
た
総
合
力
発
揮
と
地
域
農
業
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

�
畜
産
事
業

　

畜
産
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
国
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
本

会
の
家
族
経
営
へ
の
畜
舎
賃
貸
事
業
を

活
用
し
既
存
農
場
の
再
編
整
備
を
す
す

め
る
と
と
も
に
、
生
産
性
向
上
対
策
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
肉
牛
・

肉
豚
生
産
者
の
所
得
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
の
安
定
生
産

と
品
質
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大

手
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
販
売
推
進
や
食
育
・
情
宣
活
動
を
通

じ
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
事
業

　
「
地
域
の
く
ら
し
支
援
」
を
主
と
し

た
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
提
案
・
取
扱
品
目
の
強
化
を
図

り
、
組
合
員
・
地
域
住
民
等
の
Ｊ
Ａ
利

用
促
進
と
「
買
物
支
援
」
対
応
と
し
て

運
営
支
援
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
産
を
中
心
と
し
た
国
産

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
・
販
売
力
強
化

を
図
り
、地
産
地
消
の
取
り
組
み
・
ネ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
や
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
活

用
し
た
宅
配
事
業
や
直
販
事
業
の
基
盤

強
化
に
努
め
、
く
ら
し
の
安
全
・
安
心

と
健
康
へ
貢
献
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
既
存
事
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
効
率
的
供
給
に
取
り
組
み
、
快

適
で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
と
、
高
齢

者
対
応
事
業
・
葬
祭
関
連
の
機
能
強
化

に
取
り
組
み
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

�

グ
ル
ー
プ
会
社

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
会
社
と
し
て
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
・
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る

よ
う
、
生
産
・
加
工
・
販
売
・
購
買
・

物
流
の
各
分
野
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
で

の
事
業
機
能
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社

全
体
の
健
全
経
営
を
確
立
し
、
愛
媛
農

業
の
振
興
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
別
実
施
具
体
策

⑴
営
農
食
糧
部

①�

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」
に
向
け
て
、「
農
家
手

取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推

進
事
務
局
と
し
て
部
門
間
連
携
の
更

な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｃ（
担
い
手
に
出
向
く
担
当
者
）

の
出
向
く
活
動
強
化
支
援
を
行
う
と

と
も
に
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
担
い
手

へ
の
提
案
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

ま
す
。

②�

「
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
連
携
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確

保
・
育
成
や
労
働
力
確
保
対
策
の
取

り
組
み
を
進
め
、
愛
媛
県
内
に
お
け

る
生
産
基
盤
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

③�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
・

普
及
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�

関
係
機
関
と
連
携
し
県
産
農
畜
産
物

の
付
加
価
値
増
大
・
消
費
拡
大
に
取

り
組
む
と
と
も
に
農
業
生
産
工
程
管

理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
導
入
に
向
け
た
体

制
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

⑤�

米
穀
に
お
い
て
は
、
県
内
需
要
に
応

え
て
い
く
こ
と
を
大
前
提
に
必
要
面
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積
・
必
要
数
量
を
確
保
す
る
と
と
も

に
需
要
動
向
を
把
握
し
た
中
で
品
種

別
作
付
け
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近

年
の
異
常
気
象
に
よ
る
収
量
減
や
品

質
低
下
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
・
指
導
員
・
関
連
部
署
と
連

携
し
、
基
本
的
栽
培
技
術
の
普
及
・

徹
底
を
図
り
、
収
量
確
保
に
つ
な
げ

ま
す
。

⑥�

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と
連
携
し
生
産
者
・

実
需
者
と
の
つ
な
が
り
を
強
固
な
も

の
と
す
る
た
め
、
主
食
用
米
お
よ
び

酒
米
の
事
前
契
約
・
複
数
年
契
約
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
年
々

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
中
食
・
外
食

用
の
業
務
用
多
収
性
品
種
に
つ
い
て

は
、「
あ
き
だ
わ
ら
」
を
中
心
に
作
付

拡
大
し
、
集
荷
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

⑦�

県
育
成
品
種
「
ひ
め
の
凜
」
に
つ
い
て

は
、
元
年
産
の
結
果
を
踏
ま
え
て
問
題

点
を
整
理
し
、
技
術
向
上
を
目
指
す
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
一
元

集
荷
・
一
元
販
売
体
制
の
構
築
を
図
り
、

県
民
に
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て

の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

⑧�

は
だ
か
麦
に
つ
い
て
は
、
優
良
品
種

「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」
へ
の
品
種
転
換

を
進
め
る
と
と
も
に
、
排
水
対
策
を

は
じ
め
と
し
た
基
本
管
理
の
徹
底
を

図
る
こ
と
に
よ
り
豊
凶
の
差
を
な
く

し
、
生
産
者
の
手
取
り
向
上
と
実
需

者
へ
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
は
だ
か
麦
の
新
た
な
加
工
品
開

発
に
よ
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

�

⑵
園
芸
部

①�

西
日
本
豪
雨
被
災
地
の
産
地
復
興
に

向
け
、
Ｊ
Ａ
・
行
政
と
連
携
し
支
援

対
応
を
図
り
ま
す
。

②�
自
然
災
害
や
異
常
気
象
に
左
右
さ
れ
な

い
生
産
量
の
安
定
維
持
を
図
る
た
め
、

高
品
質
果
実
生
産
支
援
事
業
等
の
活
用

に
よ
る
温
州
み
か
ん
の
品
質
及
び
正
品

率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

�　

土
壌
診
断
の
定
点
分
析
を
継
続

し
、
土
壌
診
断
結
果
に
基
づ
い
た
石

灰
資
材
及
び
腐
食
有
機
物
資
材
の
施

用
率
向
上
に
よ
る
土
壌
環
境
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
マ
ル
チ
被
覆
、

着
果
調
整
資
材
、
浮
皮
防
止
対
策
資

材
の
普
及
・
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
設

定
し
た
モ
デ
ル
園
地
（
温
州
み
か
ん

３
園
地
、
中
晩
柑
３
園
地
）
の
土
壌

診
断
結
果
に
基
づ
い
た
土
壌
環
境
の

改
善
を
図
り
、
モ
デ
ル
園
地
と
し
て

の
品
質
、
正
品
率
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

③�

市
場
流
通
を
基
本
と
し
た
卸
売
会
社

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
化
を
図
り
、
パ
ー

ト
ナ
ー
市
場
10
社
と
連
携
し
、
実
需

者
を
明
確
に
し
た
予
約
相
対
取
引
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
企
画
販
売
推

進
に
よ
る
買
取
販
売
を
強
化
し
、
販

路
拡
大
及
び
県
行
政
と
連
携
し
た
輸

出
事
業
の
拡
大
や
有
利
販
売
に
取
り

組
み
ま
す
。

④�

愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
拡
大
・
購
入

促
進
を
図
る
た
め
、
企
画
型
販
促
等

の
店
頭
試
食
宣
伝
販
売
の
充
実
、
み

か
ん
大
使
等
を
登
用
し
た
「
オ
レ
ン

ジ
ロ
ー
ド
」
に
よ
る
果
実
の
情
報
発

信
に
よ
り
消
費
者
へ
の
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤�

「
愛
媛
チ
ー
ム
」
と
し
て
Ｊ
Ａ
域
を

越
え
た
既
存
集
出
荷
施
設
の
広
域
利

用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
に
対
応
し
た
生
産
振
興

お
よ
び
栽
培
技
術
向
上
対
策
を
図
り

ま
す
。

⑥�
産
地
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
べ

く
、
機
械
化
・
省
力
化
体
系
に
よ
る

戸
当
た
り
面
積
の
拡
大
に
よ
る
取
扱

数
量
の
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

⑦�

消
費
拡
大
お
よ
び
愛
媛
野
菜
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
に
向
け
、
対
面
型
消
費
宣

伝
活
動
の
強
化
と
「
え
ひ
め
の
食
」

企
画
と
連
携
し
た
情
報
発
信
、
消
費

者
へ
の
効
果
的
な
産
地
ア
ピ
ー
ル
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑧�

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
取
引
先

へ
の
ギ
フ
ト
企
画
、
カ
タ
ロ
グ
販
売

の
拡
充
及
び
、
県
内
外
量
販
店
等
に

対
し
て
、
各
流
通
業
者
と
の
更
な
る

連
携
強
化
を
図
り
、
県
内
産
青
果
物

販
売
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑨�

野
菜
類
の
業
務
需
要
に
対
応
し
た
加

工
仕
向
け
等
、
既
存
取
引
先
へ
の
販

売
強
化
と
新
規
商
品
提
案
、
新
規
取

引
先
の
開
発
な
ど
販
売
力
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

�

⑶
畜
産
部

①�

肉
豚
１
７
０
、０
０
０
頭
、
肉
牛�

２
、５
９
０
頭
の
集
荷
頭
数
を
達
成

す
る
た
め
に
、
農
場
の
技
術
成
績
向

上
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、
家
畜
伝

染
病
予
防
法
に
基
づ
い
た
防
疫
指
針

を
遵
守
し
、
各
Ｊ
Ａ
・
県
行
政
・
本

所
と
連
携
し
た
生
産
基
盤
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

②�

伊
予
牛
「
絹
の
味
」
生
産
者
や
「
ふ

れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
認
定
農
場
の
経

営
向
上
を
図
る
た
め
、
各
生
産
者
協

議
会
の
活
動
を
中
心
と
し
て
、
生
産

◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「令和２年度事業計画」
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者
個
別
検
討
会
の
定
期
開
催
や
全
農

ク
リ
ニ
ッ
ク
検
査
事
業
へ
の
加
入
促

進
を
行
う
と
と
も
に
、
野
村
臨
時
家

畜
市
場
や
枝
肉
共
励
会
等
の
定
期
開

催
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�

畜
産
生
産
基
盤
の
再
構
築
の
た
め
、

養
豚
事
業
で
は
後
継
者
育
成
と
併
せ

て
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
畜
舎
賃

貸
事
業
を
活
用
し
た
生
産
基
盤
の
整

備
を
進
め
、
肉
牛
事
業
に
つ
い
て
は

肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
和
牛

繁
殖
事
業
の
強
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�

相
場
に
左
右
さ
れ
に
く
い
マ
ッ
チ
ン

グ
販
売
や
オ
レ
イ
ン
酸
測
定
に
よ
る

付
加
価
値
販
売
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
効
率
的
な
消
費
宣
伝
活
動
を
展

開
し
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」、「
ふ
れ

愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
系
統
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
・
販
売
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑤�

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
お
よ

び
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
と
連

携
す
る
な
か
、
品
質
・
歩
留
り
・
ス

ペ
ッ
ク
対
応
力
向
上
に
取
り
組
み
、

製
品
品
質
向
上
に
よ
る
事
業
競
争
力

強
化
に
努
め
ま
す
。

⑥�

愛
媛
県
産
和
牛
・
愛
媛
県
産
豚
肉
の

海
外
輸
出
継
続
に
向
け
、
県
行
政
や

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

⑦�

食
肉
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
生
産
・
集

荷
・
と
畜
・
加
工
・
販
売
の
機
能
集
約

や
広
域
化
な
ど
、
最
適
化
に
向
け
た
検

討
を
行
い
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

�

⑷
生
産
資
材
部

①�

肥
料
事
業
に
お
い
て
は
、
土
壌
分
析
を

基
に
Ｊ
Ａ
・
部
会
へ
出
向
き
適
正
施
肥

指
導
を
強
化
し
高
品
質
安
定
生
産
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
一
般
高
度

化
成
共
同
購
入
肥
料
・
水
稲
基
肥
一
発

肥
料
・
県
下
統
一
果
樹
配
合
へ
の
集
約
・

積
み
上
げ
に
向
け
、
担
い
手
・
法
人
農

家
へ
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し
た
積
極
的
な
推

進
活
動
を
強
化
し
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

の
創
出
に
よ
る
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
取

り
組
み
ま
す
。

②�

農
薬
事
業
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
・
関

係
機
関
と
連
携
し
た
実
用
化
試
験
の

実
施
に
よ
る
防
除
暦
の
作
成
、
病
害

虫
発
生
予
察
に
基
づ
く
的
確
な
防
除

指
導
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
薬

要
領
を
活
用
し
た
Ｊ
Ａ
と
の
効
率
的

な
事
業
体
制
の
確
立
、
担
い
手
直
送

規
格
・
大
型
規
格
の
取
り
扱
い
拡
大

を
行
い
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、無
人
航
空
機（
ヘ

リ
・
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
た
防
除

作
業
受
託
に
よ
る
労
働
力
支
援
の
拡

充
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�

物
流
・
店
舗
関
係
に
お
い
て
は
、
中

四
国
農
薬
広
域
物
流
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
県
域
物
流
の
配
送
体
制
と
引

き
取
り
拠
点
の
再
編
に
向
け
、
モ
デ

ル
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
実
証
に
取
り
組
み

購
買
事
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
低
減

を
目
指
し
た
県
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
運
用
拡
大
を
進

め
効
率
的
な
県
域
受
発
注
体
制
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

④�

園
芸
資
材
事
業
に
お
い
て
は
、
省
力

化
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
技
術
の
提
案
を

行
い
、
施
設
園
芸
の
振
興
に
取
り
組

み
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ

て
生
産
資
材
・
被
覆
資
材
・
施
設
園

芸
資
材
の
推
進
活
動
を
強
化
し
取
り

扱
い
拡
大
と
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑤�

農
機
事
業
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年

度
「
Ｊ
Ａ
・
県
域
農
機
事
業
一
体
運

営
」
組
成
に
向
け
県
内
参
画
Ｊ
Ａ
と

の
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
第
2
弾
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー

（
28
～
35
馬
力
）
の
普
及
に
よ
り
農

機
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥�

段
ボ
ー
ル
事
業
に
お
い
て
は
、「
全

農
唯
一
の
直
営
工
場
」
と
し
て
の
優

位
性
を
最
大
限
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
品
質
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
る

安
全
で
高
品
質
な
段
ボ
ー
ル
の
安
定

供
給
と
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
販
売
資
材
全
般

に
わ
た
り
多
様
化
す
る
包
装
ニ
ー
ズ

や
形
態
に
対
応
し
、
省
力
化
・
低
コ

ス
ト
化
に
繋
が
る
付
加
価
値
商
材
の

提
案
や
流
通
現
場
に
お
け
る
最
適
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
企
画
・
提
案
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。　

�

⑸
生
活
部

①�

地
域
の
く
ら
し
へ
貢
献
す
る
た
め
、

「
県
域
く
ら
し
の
支
援
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」の
整
備
と
展
開
に
よ
る
地
域
・

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
Ｊ
Ａ
生
活

事
業
の
活
性
化
を
す
す
め
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
店
舗
の
業
態
転
換
・
他
企
業

と
の
業
務
提
携
や
移
動
購
買
車
等
運

営
強
化
策
の
提
案
に
よ
り
Ｊ
Ａ
収
支

改
善
を
支
援
し
ま
す
。

②�

県
内
産
農
畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
に

基
づ
き
、
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
国
産
農
畜
産
物
を

主
原
料
と
し
た
「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
」
や
「
全
農
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」

の
取
り
扱
い
拡
大
を
図
り
、
国
産
農
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畜
産
物
の
安
全
・
安
心
を
消
費
者
に

お
届
け
し
ま
す
。

③�

在
宅
型
事
業
に
よ
る
買
物
支
援
と
し

て
ネ
ッ
ト
販
売
・
通
販
チ
ャ
ネ
ル
の

活
用
に
よ
り
、
事
業
領
域
を
拡
大
し

た
e
コ
マ
ー
ス
事
業
の
取
り
組
み
強

化
に
努
め
ま
す
。

④�

葬
祭
協
議
会
活
動
を
通
じ
、
葬
祭
関

連
用
品
の
取
り
扱
い
拡
大
と
葬
祭
事

業
の
運
営
改
善
・
施
行
レ
ベ
ル
向
上

に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
事
業
の
体

制
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑤�

拠
点
型
事
業
・
県
内
産
農
畜
産
物
販

売
拠
点
と
し
て
、
直
売
所
と
コ
ン
ビ

ニ
と
の
一
体
型
店
舗
運
営
に
取
り
組

み
、
新
た
な
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
に

よ
る
地
産
地
消
な
ら
び
に
地
域
消
費

者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

�

管
理
部

①�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
定
着
、

リ
ス
ク
未
然
防
止
や
リ
ス
ク
事
案
発

生
時
の
対
応
等
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
お
よ
び
リ
ス
ク

管
理
態
勢
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
と

の
検
討
・
協
議
を
深
め
、
よ
り
効
率

的
な
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

②�

事
業
部
と
の
事
業
検
討
会
等
を
通
じ

て
、
収
支
管
理
・
投
資
管
理
・
要
員

管
理
を
強
化
し
、
事
業
計
画
の
達
成

に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
全

農
自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
に
向
け

た
管
理
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
健
全
経
営

に
向
け
た
指
導
・
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

③�

農
林
中
金
・
信
連
等
と
連
携
し
Ｊ
Ａ

経
済
事
業
の
事
業
・
収
支
分
析
に
も

と
づ
く
改
善
提
案
を
行
い
Ｊ
Ａ
へ
の

支
援
強
化
に
努
め
ま
す
。

�

④�

各
事
業
部
門
に
お
け
る
事
業
施
策

を
実
現
す
る
た
め
、
営
業
力
・
企

画
提
案
力
の
向
上
に
向
け
た
人
材

育
成
と
要
員
の
適
正
配
置
を
図
り

ま
す
。

⑤�

Ｊ
Ａ
・
組
合
員
に
対
す
る
県
本
部
グ

ル
ー
プ
事
業
へ
の
理
解
向
上
と
、
広

く
消
費
者
に
対
す
る
県
産
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
に
向
け
た
情
報
提
供
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

経
営
計
画

１
．
取
扱
計
画

　

農
業
生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
進
む
中
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
、「
農

家
手
取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

継
続
的
展
開
を
図
り
、
取
扱
高
（
総
供

給
販
売
高
）
は
９
１
９
億
円
と
し
ま
す
。

�

２
．
収
支
計
画

　

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、取
扱
高（
総

供
給
販
売
高
）
の
減
少
等
に
よ
る
事
業

収
益
の
減
少
に
よ
り
事
業
総
利
益
は
令

和
元
年
度
計
画
か
ら
２
３
０
百
万
円
減

少
し
ま
す
が
、
事
業
管
理
費
の
精
査
・

削
減
等
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の
当
期

利
益
は
２
８
２
百
万
円
と
し
ま
す
。

�

３
．
投
資
計
画

　

畜
産
事
業
生
産
基
盤
維
持
に
向
け
た

支
援
対
策
や
事
業
所
の
施
設
老
朽
化
対

策
、
消
費
電
力
削
減
の
た
め
の
設
備
投

資
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
の
情
報
シ

ス
テ
ム
開
発
を
計
画
し
ま
す
。

�

４
．
要
員
計
画

　

事
業
環
境
に
対
応
し
た
適
正
な
要
員
体

制
を
図
る
こ
と
と
し
、
会
内
要
員
は
令
和

２
年
度
期
首
で
２
０
２
名
と
し
ま
す
。

表２　愛媛県本部　令和２年度取扱高（総供給販売高）計画� （単位：億円）

　　　　　　　　年度
事業　　　　　　　　　

２年度
計画

１年度
計画

前年度
計画比

（参考）
３か年計画

２年度
営 農 食 糧 事 業 33 35 94% 37

園 芸 事 業  436  434 101%  437

畜 産 事 業  181  193  94%  194

生 産 資 材 事 業  130  126 103%  126

生 活 関 連 事 業  139  144  97%  151

合　　　　計  919  931  99% 945

表３　グループ会社　令和２年度売上高計画� （単位：百万円）

会 社 名 ２年度
計画

１年度
計画

（参考）
３か年計画

２年度
㈱ え ひ め 飲 料 23,986 21,297 21,976
ＪＡえひめアイパックス㈱  4,017  4,133  4,183
ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱  3,452  3,210  3,257
㈱ ひ め ラ イ ス  4,755  4,792  4,853
ＪＡえひめエネルギー㈱  2,884  3,129  3,015
㈱ え ひ め フ ー ズ  590  660  676
Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱  6,508  6,507  6,502

合　　　　計 46,192 43,728 44,462

◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「令和２年度事業計画」
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氏　　名 新　任　部　署 旧　任　部　署

関岡　光昭（参事）県本部長 （審議）副本部長
営農食糧・園芸・生産資材担当

武田　孝二（審議）副本部長
管理・畜産・生活担当 （監）園芸部長

塩﨑　洋章（審議）副本部長
営農食糧・園芸・生産資材担当 （監）生産資材部長

堀岡　　茂（監）営農食糧部長 （監）園芸部 広域事業基盤整備　専任部長
愛媛さといも広域選果場所長　事務取扱

室賀　敬二（監）園芸部長 （監）生活部長

川﨑　広範（監）生産資材部長 （監）営農食糧部長

得能　祐治（監）生活部長
（審）生活資材課長

ファミリーマート・全農ふれっしゅ広場
店長　事務取扱

重松　秀樹
（審）生産資材部 次長

段ボール工場長
段ボール工場販売課長　事務取扱

（審）段ボール工場販売課長

長尾　充博（審）総務課長 （審）肥料農薬課長
ＪＡ中予物流センター所長　事務取扱

渡邉　幸博（審）営農支援課長
担い手サポートセンター長　事務取扱

（副審）営農支援課（課長事故代行者）
担い手サポートセンター　兼務

山下　太司 営農支援課 担い手対策 専任課長
担い手サポートセンター　兼務 愛媛県（受入出向）

田中　基司（審）肥料農薬課長
ＪＡ中予物流センター所長　事務取扱

（審）営農支援課長
担い手サポートセンター長　事務取扱

今井　哲也（審）生活資材課長 （副審）生活資材課（課長事故代行者）

八木　英士（審）本所 施設農住部 西日本広域施設農住事業所
愛媛施設農住事務所長 （審）施設農住課長

越智　和弘（審）ＪＡえひめフレッシュフーズ株式会社　出向 （審）総務課長

矢野　貴之（審）ＪＡえひめエネルギー株式会社　出向 （審）生産資材部　次長
段ボール工場長 

【表の見方】職能資格呼称等は略称表記しています。
（参事）＝参事役、（審議）＝審議役、（監）＝監理役、（審）＝審査役、（副審）＝副審査役

人事異動（令和２年４月１日付）※課長・審査役以上

　ＪＡ全農えひめは、４月１日付で令和２年度の機構改革と定期異動を実施しました。
　機構変更では、全農のお肉屋さんをファミリーマート・全農ふれっしゅ広場に統合し廃止しました。また、
施設農住事業を本所施設農住部西日本広域施設農住事業所に移管し、愛媛施設農住事務所を新設しました。こ
れに伴い、県本部機構（施設農住課および一級建築士事務所）を廃止します。
　この結果、令和２年度は、６部15課13事業所となります（令和２年度機構図はP.10に掲載）。
　人事異動は、令和２年度期首職員数215人中、異動者総数は84名です（課長・審査役以上の異動は以下のと
おり）。

機 構 改 革 と 人 事 異 動
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新
し
い
年
度
「
令
和
」
は
激
動
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に

よ
る
極
端
気
象
の
常
態
化
は
農
業
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
今
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
世
界
的
な
大
流
行
」
が
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
経

済
を
恐
慌
状
態
に
貶
め
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
組
織
に
お
い
て
は
、
生
産
基
盤
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
様
々
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
事
業

面
で
は
、
信
用
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
環
境
変
化
を
受
け
、
営
農
経
済
事
業
の

収
支
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
本
部
で
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
に
取
り
組
む
中
で
、
Ｊ
Ａ
域
を
超
え

た
「
愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
」
設
置
に
よ
る
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
体
化
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
や
、「
オ
ー
ル
14
」「
果
樹
統
一
配
合
肥
料
」
等
肥
料

の
銘
柄
集
約
に
よ
る
低
コ
ス
ト
供
給
体
制
の
整
備
、
関
連
会
社
と
連
携
し
た
物
流

合
理
化
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
が
事
業

環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付
け
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
度
は
中
期
３
か
年
計
画
の
２
年
目
を
迎
え
、
耕
種

事
業
で
は
「
農
家
手
取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
畜
産
事
業
で
は
系
統
ブ
ラ

ン
ド
の
生
産
基
盤
並
び
に
販
売
強
化
、
生
活
事
業
で
は
「
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
暮
ら
し
の
支
援
」
の
取
り
組
み
を
一
層
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
元
年
度
か
ら
農
林
中
金
・
信
連
・
中
央
会
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
支
援
の
取
り

組
み
が
全
国
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
営
農
・
経
済
事
業
の
継
続
性
を
高
め
る
た

め
に
「
事
業
の
成
長
」
と
「
効
率
化
」
の
両
面
か
ら
課
題
を
解
決
す
る
対
策
を
県

内
で
も
モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
実
証
し
、
横
展
開
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
県
で
は
次
期
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
に
向
け
て
、
本
県
に
適
し
た
組
織
整
備
の
方

向
性
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
農
と
し
て
も
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
負
託
に

応
え
る
県
域
機
能
の
在
り
方
や
営
農
・
経
済
事
業
の
連
携
・
広
域
化
等
、
Ｊ
Ａ
・

関
連
会
社
と
と
も
に
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を
深
め
、
各
事
業
の
最
適
化
に
よ
る

事
業
競
争
力
の
発
揮
に
む
け
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

競
争
力
を
強
化
し
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の

負
託
に
応
え
る
県
域
機
能
の
発
揮
を
！

県
本
部
長　

関
岡　
光
昭
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全農愛媛県本部　2020年度（令和２年度）　機構図＆ライン管理職等配置
令和２年４月１日現在（６部15課13事業所）

段ボールえひめ分室

（課）

西日本広域施設農住事業所 愛媛施設農住事務所

（事業所）（部）

営農・技術センター

グループ会社監査課（愛媛駐在）

生産資材研究室

ＪＡ東予物流センター
ＪＡ中予物流センター
ＪＡ南予物流センター

生 産 資 材 部
部長：川﨑　広範 
次長兼段ボール工場長 
　　：重松　秀樹 
 

肥 料 農 薬 課
課長：田中　基司

農　　機　　課
課長：髙垣　博之

課長：下村　成人

段ボール工場販売課

段ボール工場製造課

課長：（重松　秀樹）

種子センター
酒米センター

営 農 食 糧 部
部長：堀岡　茂

食 糧 生 産 課
課長：池田　益夫

担い手サポートセンター営 農 支 援 課
課長：渡邉　幸博
専任課長：山下　太司

菌床センター
愛媛さといも広域選果場

園　　芸　　部
部長：室賀　敬二

野 菜 花 卉 課
課長：波岡　幹人

直　　販　　課
課長：松本　亮治

東京事業所
大阪事業所

果　　実　　課
課長：能田　和明
専任課長：山本　洋司

肉用牛センター

畜　　産　　部
部長：嶋田　浩志

畜 産 生 産 課
課長：井上　寛

畜 産 販 売 課
課長：石丸　保博

南予販売センター

ファミリーマート・全農ふれっしゅ広場生　　活　　部
部長：得能　祐治

生 活 資 材 課
課長：今井　哲也

管　　理　　部
部長：中矢　琢
次長：澤田　浩二

総　　務　　課
課長：長尾　充博

企　　画　　課
課長：中山　祐二

コンプライアンス推進課
課長：（澤田　浩二）

所長：八木　英士

事業所長：﨑山　一誠
四国エネルギー事業所 愛 媛 推 進 課

課長：大家　宏之

県本部グループ会社
㈱えひめ飲料

ＪＡえひめアイパックス㈱
ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

㈱ひめライス
ＪＡえひめエネルギー㈱

㈱えひめフーズ
ＪＡえひめ物流㈱

全国本部グループ会社
㈱Ａコープ西日本

ＪＡ西日本くみあい飼料㈱

県
本
部
運
営
委
員
会

監

　事

　会

総
代
会
（
総
会
）

経
営
管
理
委
員
会

理

　
　事

　
　会

副
本
部
長

　塩﨑

　洋章

副
本
部
長

　武田

　孝二

県
本
部
長

　関岡

　光昭

副
会
長

　兵頭

　仁志

会

　長

　菅野

　幸雄 
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実

課
は
、
全
国
生
産
量
の
９

割
を
占
め
る
愛
媛
い
よ
か

ん
の
本
格
販
売
に
あ
た

り
、
今
年
も
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
に
よ
る

消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。

者
が
大
切
に
育
て
て
き
た
美
味
し
い
愛
媛

い
よ
か
ん
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
き

ま
す
」
と
決
意
表
明
。
中
村
知
事
に
愛

媛
い
よ
か
ん
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
試
食
し

た
中
村
知
事
は
、「
い
よ
か
ん
は
愛
媛
を

代
表
す
る
柑
橘
で
フ
ァ
ン
も
多
い
。
自
信

を
持
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
挑
ん
で
ほ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
毎
年
行
っ
て
お
り
今

回
が
44
回
目
。
大
使
ら
は
、
１
月
18
日
～

２
日
間
の「
第
42
回
え
ひ
め
み
か
ん
祭
り
」

で
活
動
し
た
後
、
１
月
30
日
か
ら
２
月
５

日
ま
で
の
べ
７
日
間
、
札
幌
・
首
都
圏
・

関
西
圏
の
３
都
市
を
回
り
、
市
役
所
・
市

場
へ
の
表
敬
訪
問
、
店
舗
で
の
Ｐ
Ｒ
販
促

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
１
月
28
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

の
小
越
愼
介
県
本
部
長
と
愛
媛
い
よ
か
ん

大
使
４
人
が
愛
媛
県
の
中
村
時
広
知
事
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
４
人
は
、
消
費
宣

伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
あ
た
っ
て
、「
生
産

活
動
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
で
の
い

よ
か
ん
無
料
配
布
な
ど
の
消
費
宣
伝
活
動

を
行
い
、
質
・
量
と
も
日
本
一
の
愛
媛
い

よ
か
ん
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
い
よ
か
ん
出
荷

計
画
量
（
２
月
20
日
時
点
）
は
、
約

１
万
６
、３
３
９
ｔ
（
前
年
比
91
％
・
前
々

年
比
86
％
）。
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課

は
、
高
品
質
果
実
の
厳
選
出
荷
・
計
画
出

荷
の
徹
底
、
独
自
の
果
実
需
給
調
整
対
策

と
と
も
に
、
２
月
上
・
中
旬
の
出
荷
ピ
ー

ク
に
あ
わ
せ
て
Ｓ
Ｐ
（
セ
ー
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
）
レ
デ
ィ
に
よ
る
店
頭
試
食

宣
伝
販
売
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

ね
っ
と
わ
ー
く

THE果実課

愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
が

消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

▲�中村知事（中央）と愛媛いよかん大使

▲さっぽろ雪まつり会場で愛媛いよかんの旬到来をアピール

▲�試食販売や無料配布を実施しました

▲各地の市場や仲卸を訪れ、愛媛いよかんの拡販協力を訴えました
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

は
、
今
年
も
４
月
１
日
か

ら
、「
え
ひ
め
み
か
ん
・

い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・
県

産
品
愛
用
運
動
」
と
「
愛

媛
の
特
煎
茶
・
消
費
拡
大
運
動
（
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
愛
媛
農
畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本

部
・
県
内
各
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
愛
媛
中
央
会
・

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
主
催
）」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
内
産
主
要
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
振
興

と
と
も
に
、
良
質
で
安
全
な
県
産
品
の
愛

用
を
進
め
、
県
民
の
健
康
増
進
を
め
ざ
す

た
め
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　

ジ
ュ
ー
ス
の
愛
用
運
動
は
８
月
末
ま

で
、
お
茶
は
12
月
末
ま
で
の
期
間
限
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
27
万
ケ
ー
ス

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
商
品
特
徴
】

え
ひ
め
１
０
０
み
か
ん
い
よ
か
ん
混
合

　

愛
媛
県
産
の
温
州
み
か
ん
と
い
よ
か
ん

を
主
体
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
濃
い
果
実
感
が

楽
し
め
る
果
汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

愛
媛
の
味
わ
い
柑
橘
１
０
０

　

愛
媛
産
の
ポ
ン
カ
ン
と
い
よ
か
ん
を

主
体
に
愛
媛
の
柑
橘
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

深
み
の
あ
る
爽
や
か
な
味
わ
い
の
果
汁

１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

愛
媛
の
清
見

　

愛
媛
産
の
清
見
を
使
用
し
た
、
甘
み
と

酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
な
果
汁
30
％
飲

料
で
す
。

Ｐ
Ｏ
Ｍ　
塩
と
夏
み
か
ん

　

伯
方
の
塩
と
国
産
夏
み
か
ん
を
使
用
し

た
水
分
・
塩
分
補
給
、
暑
さ
対
策
飲
料
で

す
。

Ｐ
Ｏ
Ｍ　
ポ
ン
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

　
“
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の
新
し
い
美
味
し
さ
”

が
味
わ
え
る
大
人
向
け
の
果
汁
30
％
炭
酸

飲
料
で
す
。

愛
媛
の
特
煎
茶

　

愛
媛
産
の
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
し

た
、
心
地
よ
い
苦
味
と
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

後
味
の
緑
茶
で
す
。

生活資材課 え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
県
産
品

愛
用
運
動
・
お
茶
消
費
拡
大
運
動
を
展
開
！

　

い
ず
れ
の
商
品
も
、
例
年
と
同
様
に
数

量
限
定
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
運
動
期

間
中
で
も
品
切
れ
の
際
に
は
販
売
を
終
了

し
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
注
文
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

毎
年
県
産
品
と
し
て
県
内
外
へ
の
贈
答

品
と
し
て
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
年
も
贈

答
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
宅
配
も
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和２年度「えひめみかん・いよかんジュース県産品
愛用運動・お茶消費拡大運動」価格表 　　　　　　　　　　 （単位：円）

品　　名 規　　格 参考組合員
価格（税込）

えひめ100みかんいよかん混合 ケース（1ℓ×６本） 2,280 

愛媛の味わい柑橘100 ケース（1ℓ×６本） 2,520 

愛媛の清見 ケース（1ℓ×６本） 2,070 

POM　塩と夏みかん ケース（490㎖×24本） 2,400 

POM　ポンスパークリング ケース（410㎖×24本） 2,400 

愛媛の特煎茶 ケース（500㎖×24本） 3,000 

POM
ポンスパークリング

愛媛の特煎茶POM
塩と夏みかん

愛媛の清見愛媛の味わい
柑橘100

えひめ100
みかんいよかん混合
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「ＪＡ全農えひめPresents 山瀬理恵子のアス飯R」が
ラジオ局ＦＭ愛媛でスタート！

トピックス

　
ラ
ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
「
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

Presents　

山
瀬
理
恵
子
の
ア
ス
飯
R」

が
、
４
月
２
日
か
ら
Ｆ
Ｍ
愛
媛
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
週
木
曜
日
12
時

５
分
か
ら
10
分
間
の
放
送
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
・
現
Ｊ
２
愛

媛
Ｆ
Ｃ
山
瀬
功
治
選
手
の
妻
で
料
理

研
究
家
の
山
瀬
理
恵
子
さ
ん
と
Ｍ
Ｃ
山

崎
愛
さ
ん
が
毎
週
、「
ア
ス
飯
レ
シ
ピ
」

を
基
に
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
栄
養

素
や
「
食
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ト
ー

ク
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
出
張
ア
ス
飯
」
と
題
し
て
、

山
瀬
さ
ん
と
一
緒
に
愛
媛
の
旬
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
体
験
や
、
栄
養
学
の
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下
記
の
表
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
「
ア
ス
飯
」
と
は

　
「
ア
ス
飯
」
は
、
平
成
26
年
始
動
の

京
都
新
聞
朝
刊
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
面

で
山
瀬
さ
ん
が
連
載
し
て
い
た
タ
イ
ト

ル
コ
ー
ナ
ー
名
で
す
。
連
載
開
始
時
、

京
都
本
社
運
動
部
の
デ
ス
ク
だ
っ
た
岡

本
壮
記
者
が
「
あ
し
た
の
ア
ス
リ
ー
ト

飯
」
を
略
し
て
「
ア
ス
飯
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
夫
を
持
つ
山

瀬
さ
ん
が
考
案
し
た
手
軽
に
作
れ
る
健

康
的
な
「
ア
ス
飯
」
レ
シ
ピ
は
、ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
を
考

え
る
大
人
や
子
ど
も
、
ど
ん
な
人
に
も

食
べ
て
も
ら
い
た
い
家
庭
料
理
で
す
。

「
毎
日
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
材
を

深
く
知
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

食
べ
よ
う
」
そ
ん
な
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
ラ
ジ
オ
番
組
で
す
。
ぜ
ひ
お
聞
き
く

だ
さ
い
♪

MCの山崎さん（左）と料理研究家の山瀬さん

◆出張アス飯　スケジュール◆
　時間：10：00受付　10：30～13：00　場所：松山東雲女子大学・短期大学
実施日 内　容 参加費 参加人数 実施日 内　容 参加費 参加人数

5/20（水） 料理体験＆栄養解説 2,500円/人 20名 9/16（水） 試食＆座学＆アドバイス 2,000円/人 20名

6/17（水） 料理体験＆栄養解説 2,500円/人 20名 10/21（水） 試食＆座学＆アドバイス 2,000円/人 20名

7/15（水） 料理体験＆栄養解説 2,500円/人 20名 11/18（水） 試食＆座学＆アドバイス 2,000円/人 20名

8/19（水） 親子料理教室 2,500円/人 10組20名 12/25（金） 料理体験＆栄養解説 2,500円/人 20名
※�新型コロナウイルス感染拡大の影響により「Jリーグ試合日程」が変更になったため、日時・場所・内容が変更または、中止する可能性
があります。詳しくはFM愛媛のホームページをご確認ください。
お申込み方法：FM愛媛ホームページ　https://www.joeufm.co.jp/

「ＪＡ全農えひめ Presents
山瀬理恵子のアス飯R」放送中！
【放送時間】�毎週木曜日　　　　　　

12：05 ～12：15　　　　
（「noonday�pop」内）

【放 送 局】FM愛媛
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私
は
北
海
道
の
原
野
、
無
色
透
明
の
空
気

と
、
力
強
く
広
大
な
青
空
の
下
、
十
勝
郡
浦

幌
町
の
専
業
農
家
、
３
人
兄
妹
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
（
両
親
、
父
方
の

祖
父
母
、
兄
、
姉
の
７
人
家
族
）。
雨
の
日
も

風
の
日
も
絶
え
間
無
く
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
家
族
全
員
が
畑
に
出
る
自
然
共
存
生
活
。

多
忙
の
た
め
、
１
歳
９
ヶ
月
の
頃
３
ヶ
月
近

く
親
戚
の
叔
母
の
家
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。

親
戚
と
言
っ
て
も
、
当
時
の
私
か
ら
見
れ
ば

知
ら
な
い
人
で
す
。
心
細
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
夕
方
に
な
る
と
じ
っ
と
窓
の
外
を
眺
め

て
迎
え
を
待
っ
た
り
、
近
所
の
畑
仕
事
を
し

て
い
る
人
を
見
つ
け
て
は
家
族
と
間
違
え
、
一

目
散
に
走
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

秋
の
収
穫
時
期
に
は
、
父
の
運
転
す
る
ト

ラ
ク
タ
ー
の
安
全
フ
レ
ー
ム
に
専
用
の
椅
子

を
取
り
付
け
て
貰
い
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
揺
ら

れ
な
が
ら
す
や
す
や
。
２
歳
７
ヶ
月
で
保
育

所
に
入
所
。
時
計
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
私

に
母
は
、
目
覚
ま
し
時
計
で
出
発
時
間
を
合

わ
せ
て
「
自
分
で
身
支
度
を
し
て
、
時
計
の

ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
戸
締
り

を
し
て
い
く
よ
う
に
」
と
、
言
い
聞
か
せ
て
か

ら
畑
へ
向
か
い
ま
す
。
時
計
の
見
方
は
直
ぐ

に
覚
え
た
そ
う
で
す
が
、
パ
ン
ツ
を
履
く
の
を

忘
れ
た
ま
ま
保
育
所
へ
行
き
、
周
囲
を
驚
か

せ
た
こ
と
も
。

　

１
人
で
過
ご
す
こ
と
の
多
か
っ
た
幼
少
期
。

　
「
雨
が
降
れ
ば
い
つ
も
よ
り
も
早
く
、
家
族

が
家
に
帰
っ
て
く
る
」。

　

こ
れ
が
私
の
喜
び
と
楽
し
み
の
１
つ
で
し

た
。
今
で
も
雨
音
を
耳
に
す
る
と
、
た
と
え

よ
う
の
な
い
安
堵
感
と
高
揚
感
で
心
が
満
た

さ
れ
ま
す
。

　

物
心
が
つ
い
た
時
、
生
き
て
い
く
上
で
１

番
大
切
な
こ
と
は
明
日
の
天
候
、
最
低
気
温
、

最
高
気
温
を
事
前
に
教
え
て
く
れ
る
「
天
気

予
報
」
を
見
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
25
度
を
観
測
す
る
こ
と
も
あ
る
冬

■プロフィール■
1977年９月16日生まれ。北海道十勝郡浦幌町出身。アス飯Ⓡ料理
研究家。専門分野は植物化学。
北海道女子大学・短期大学部初等教育学科体育コース卒業。元小学
校教諭。2003年、結婚。夫（Ｊリーガー・山瀬功治、元日本代表）
の故障（前十字靭帯断裂）を機にリハビリ食、コンディショニング
栄養食を学び、取得資格多数（食育インストラクター、アスリートフー
ドマイスター、スポーツアロマトレーナー、ハーバルセラピスト、
薬膳スパイスアドバイザー等）。大手食品メーカー（アサヒ飲料、カ
ルビー、キューピー等）のレシピ開発に携わる。味の素や伊予銀行
のCM出演他、全国区のメディア露出多数。書籍「アス飯レシピ」（京
都新聞出版センター）出版。
夫の愛媛FC移籍に伴い、2019年３月より松山市在住。
愛媛では、愛媛新聞紙面及び同社オンライン（WEB）にて、スポー
ツ栄養レシピ・コラムを連載。南海放送、愛媛CATVで、愛媛の食
材を使った「アス飯」のレギュラー料理番組を持つ。
４月より、ＦＭ愛媛にてトーク番組「ＪＡ全農えひめpresents山瀬理
恵子の『アス飯』」（毎週木曜、12：05～12：15　noonday pop内）
放送開始。番組とコラボした月１回の料理教室を開催。
※ ちなみに「アス飯」とは、明日のアスリートの体づくりに欠かせ

ない栄養を考えたレシピのこと。
http://yamasefamily.com/rieko-yamase

RIEKO　YAMASE山瀬理恵子

私
の
土
台
を
作
っ
て
く
れ
た

故
郷
と
家
族
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15

の
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
、
雪
が
ま
だ

残
る
時
期
に
種
を
蒔
き
ま
す
。
芽
吹

い
た
小
さ
な
生
命
を
守
り
培
う
に

は
、
空
を
見
上
げ
、
風
を
感
じ
、
雲

を
見
て
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
変

化
を
事
前
予
測
し
て
行
動
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
大
切
な
作
物
の
「
生い

の
ち命
」

を
守
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
、
幾
つ

も
の
真
剣
な
背
中
を
見
て
感
じ
と
っ

て
い
た
か
ら
。

　

午
前
３
時
頃
。
ま
だ
暗
闇
、
私
は
父
の
畑

を
耕
す
ト
ラ
ク
タ
ー
音
で
目
を
覚
ま
し
、
そ

の
直
ぐ
後
、
母
が
裏
玄
関
の
ド
ア
ノ
ブ
に
触

れ
家
を
出
て
行
く
足
音
を
確
認
し
ま
す
。カ
ッ

コ
ウ
や
キ
ジ
バ
ト
な
ど
の
野
鳥
が
鳴
き
始
め

る
の
は
、辺
り
が
明
る
く
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

祖
母
手
作
り
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
や
漬
物
、

味
噌
、
梅
、
黒
豆
、
羊
羹
な
ど
の
保
存
食
を

ふ
ん
だ
ん
に
用
い
、
畑
で
実
っ
て
い
る
作
物
を

丁
寧
に
も
ぎ
り
ま
す
。
飼
っ
て
い
た
鶏
が
産

ん
だ
卵
や
、
喉
の
奥
の
方
ま
で
し
っ
か
り
潤

し
て
く
れ
る
初
々
し
い
湧
き
水
を
有
り
難
く

い
た
だ
い
た
、
昔
な
が
ら
の
和
の
食
卓
。

　

畑
に
出
て
い
る
時
間
の
長
か
っ
た
両
親
の

代
わ
り
に
、祖
父
母
と
過
ご
す
時
間
が
多
か
っ

た
生
ま
れ
て
か
ら
の
18
年
間
。
勿
論
、
眠
る

時
も
川
の
字
。
不
器
用
な
子
供
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
と
に
か
く
愛
し
て
貰
え
ま
し
た
。
祖

父
と
は
山
ウ
ド
や
フ
キ
、
行
者
ニ
ン
ニ
ク
な
ど

の
山
菜
採
り
に
裏
山
へ
行
っ
た
り
、
暖
を
と

る
た
め
斧
を
使
っ
て
薪
を
割
り
、
お
風
呂
も
一

緒
に
沸
か
し
ま
し
た
。
祖
母
は
魔
法
使
い
の

よ
う
に
風
や
雨
の
匂
い
ま
で
感
じ
と
る
人
。

月
や
星
の
よ
く
見
え
る
位
置
や
時
間
帯
、
四

季
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
く
花
や
野
草
、
木
々
を
使
っ

た
遊
び
や
、
摘
み
方
な
ど
も
教
わ
り
ま
し
た
。

自
然
を
愛
で
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
祖
母
の

お
陰
。

　

地
道
な
努
力
と
忍
耐
の
積
み
重
ね
。
無
償

の
愛
を
も
っ
て
農
作
物
を
育
て
、
明
日
の
未

来
を
祈
り
続
け
る
家
族
の
姿
を
見
て
き
た
か

ら
こ
そ
言
え
る
の
で
す
。
食
べ
物
を
い
た
だ
く

と
い
う
行
為
は
、
五
味
五
感
を
味
わ
う
こ
と

に
加
え
、
大
地
の
恵
み
と
、
食
卓
に
運
ば
れ

る
ま
で
の
全
て
の
過
程
、
点
と
点
を
繋
ぎ
合

わ
せ
、円
に
し
て
い
く
感
謝
の
結
晶
な
の
だ
と
。

▲祖母の手を握る理恵子さん。1歳の頃

▲ご主人の山瀬功治さんとキッチンに立つ理恵子さん
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き
ゅ
う
り
共
選
場
広
域
利
用
推
進
会
議

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
と
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南　
　
　
　
　
　

き
ゅ
う
り
共
選
場
の
広
域
利
用
へ

　

２
月
19
日
、
き
ゅ
う
り
共
選
場
広
域

利
用
に
関
す
る
推
進
会
議
・
調
印
式
を

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
本
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う

わ
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
の
２
Ｊ
Ａ
間
で

き
ゅ
う
り
選
果
場
を
広
域
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
選
果
場
の
効
率
化
お
よ
び

コ
ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
同
選
果
・
共
同

販
売
に
よ
る
多
元
的
販
売
や
、
生
産
者

の
出
荷
作
業
軽
減
に
よ
る
作
付
面
積
の

拡
大
を
す
す
め
る
こ
と
で
生
産
者
の
経

営
安
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
施
設
は
既
存
の
Ｊ
Ａ
ひ
が

し
う
わ
の
野
村
選
果
場
。
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
兵
頭
仁
志
副
会
長
（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し

う
わ
代
表
理
事
組
合
長
）
は
、「
Ｊ
Ａ

全
農
え
ひ
め
と
し
て
、
既
存
施
設
の
広

域
利
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
今
回

を
優
良
な
最
初
の
事
例
と
し
て
、
き
ゅ

う
り
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
で
取

り
組
み
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
産
で
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
か
ら

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
へ
持
ち
込
み
選
果
・

出
荷
を
試
験
的
に
実
施
し
、
令
和
２
年

産
よ
り
本
格
的
な
広
域
利
用
の
稼
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 

Ｊ
Ａ
青
壮
年
連
盟
と
意
見
交
換

農
業
者
の
所
得
増
大
へ　
　

意
見
交
換
会
を
実
施

　

Ｊ
Ａ
愛
媛
青
壮
年
連
盟
は
２
月 

14
日
、
松
山
市
で
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

と
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
愛
媛
青
壮
年
連
盟
の
代
表
者
と
Ｊ

Ａ
全
農
え
ひ
め
の
県
本
部
長
、
副
本

部
長
、
各
部
長
ら
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
連
盟
の
吉
岡
恵
一
委
員
長
は
、

「
自
ら
の
経
営
、
Ｊ
Ａ
の
活
性
化
に

向
け
て
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
自
己
改
革
の

進
捗
状
況
や
各
部
署
の
取
り
組
み
な

ど
を
報
告
。
意
見
交
換
で
は
、
新
し

い
愛
媛
の
お
米
「
ひ
め
の
凜
」
の
今

後
の
見
通
し
や
肥
料
の
銘
柄
集
約
に

よ
る
価
格
引
き
下
げ
な
ど
に
関
す
る

意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

 

学
校
給
食
の
提
供
・
小
学
校
で
食
育
講
座

愛
媛
の
美
味
し
い
ブ
ラ
ン
ド
肉

伊
予
牛
「
絹
の
味
」
食
べ
て
！

　

え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
は
Ｊ

Ａ
全
農
え
ひ
め
と
連
携
し
、
１
月
29

日
に
市
立
西
条
南
中
学
校
で
伊
予
牛

「
絹
の
味
」
黒
ラ
ベ
ル
（
黒
毛
和
牛

４
等
級
以
上
）
を
使
用
し
た
学
校
給

食
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

愛
南
町
の
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
生

産
者
、
池
田
一
成
さ
ん
が
食
育
講
座

を
行
い
、「
人
間
は
多
く
の
生
き
物

の
命
を
も
ら
っ
て
生
か
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」
と

生
徒
た
ち
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
産
地
消
の

推
進
と
、
子
ど
も
た
ち
に
食
や
命
の

大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
お
り
、
昨
年
11
月
に
は
今
治

市
立
常
盤
小
学
校
で
「
ふ
れ
愛
・
媛

ポ
ー
ク
」の
提
供
も
実
施
し
ま
し
た
。

学生たちと学校給食を楽しむ池田さん（左）

確認書を手にするＪＡひがしうわ石野満章代表理事専務（左）と
JAえひめ南渡邉鉄雄常務（右）
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Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会

と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
楽
し
い
ひ
な
祭
り

を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
、
松
山
市
内
３

か
所
の
児
童
福
祉
施
設
に
県
内
産
い
ち

ご
１
４
４
パ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　

松
山
市
束
本
の
児
童
養
護
施
設
・
愛

媛
慈
恵
会
で
は
、
３
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
野
菜
花
卉
課
の
職
員
が
訪
問

し
、
同
施
設
の
宮
﨑
博
文
事
務
局
長
に

「
今
が
旬
の
い
ち
ご
で
す
。
み
ん
な
で
食

べ
て
楽
し
い
ひ
な
祭
り
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
県
内
産
の
「
あ
ま

お
と
め
」
48
パ
ッ
ク
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
に
は
、
こ
の
他
に
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
か
ら
昨
年
12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
も
ち
米
70
㎏
と

「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
愛
媛
ぽ
ん
か
ん
」な
ど
ジ
ュ
ー

ス
９
ケ
ー
ス
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
愛
媛
県
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
県
内
計
15

か
所
の
児
童
福
祉
施
設
に
、『
ひ
め
ラ

イ
ス
・
も
ち
米
』計
６
５
０
㎏
と
ジ
ュ
ー

ス
計
95
ケ
ー
ス
を
贈
り
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
１
９ 

８
４
年
か
ら
、
同
協
議
会
は
１
９
８
７

年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

 

児
童
福
祉
施
設
に
愛
媛
県
産
い
ち
ご
を
贈
呈

い
ち
ご
食
べ
て
楽
し
い
ひ
な
祭
り
を

 

全
農
愛
媛
県
本
部
・
コ
ー
プ
え
ひ
め　
提
携
促
進
協
議
会

交
流
・
学
習
等
を
通
じ
て
産
直
・
連
携
強
化

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
コ
ー
プ
え
ひ
め

は
、
２
月
20
日
、「
全
農
愛
媛
県
本
部
・

コ
ー
プ
え
ひ
め
提
携
促
進
協
議
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
６
年
に
締
結
し

た
「
協
同
組
合
間
提
携
強
化
に
関
す
る

協
定
」に
基
づ
き
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
24
回
目
。
コ
ー
プ
え
ひ
め
の
幹

部
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
県
本
部
長
、

副
本
部
長
、
各
部
長
や
取
引
の
あ
る
グ

ル
ー
プ
会
社
の
社
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
共
同
購
入
商
品
の
集
品

作
業
を
行
う
コ
ー
プ
え
ひ
め
商
品
セ
ン

タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
行
う
コ
ー

プ
え
ひ
め
子
会
社
の
㈱
ハ
ー
ト
フ
ル

コ
ー
プ
え
ひ
め
の
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
各
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

グ
ル
ー
プ
の
新
商
品
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

両
組
織
は
今
後
も
、
お
互
い
の
組
織

の
取
り
組
み
を
知
る
機
会
を
設
け
、
組

合
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

いちごを受け取る宮﨑事務局長（左）

㈱ハートフルコープえひめの視察

コープえひめ商品センターの視察

52
14
52
　
あ
ぐ
り
ー
ど
（
4-
5月
号
）
　
本
文
　
17
　

20
20

/0
4/

03
 1

0:
14

:2
7

K



Topic News

18

Topic News

　
「
第
33
回
ひ
め
ラ
イ
ス
杯
南
海
放
送

レ
デ
ィ
ス
卓
球
大
会
」
が
、
２
月
16
日

松
山
市
の
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
体
育

館
で
開
か
れ
、
２
２
４
組
・
４
４
８
人

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。　

　

同
大
会
は
卓
球
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
大

会
で
は
県
内
最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。
今

回
は
19
歳
か
ら
85
歳
ま
で
の
選
手
が
出
場

し
、
レ
ベ
ル
別
に
５
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

最
も
レ
ベ
ル
の
高
い
Ａ
ク
ラ
ス
を
制

し
た
渡
邉
瑞
華
・
西
原
早
紀
ペ
ア
（
所

属
＝
今
治
モ
ナ
リ
ザ
・
Ｂｕ
Ｂｕ
、
今

治
市
）
は
、「
普
段
通
り
楽
し
く
プ
レ
ー

が
で
き
た
。二
人
と
も
お
米
は
大
好
き
。

ひ
め
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
仕
事
も
卓
球
も

頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
愛
媛
の
お
米
「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
同
大
会
を
応
援
。
参
加

賞
と
し
て
無
洗
米
「
あ
ら
う
ま
い
！
」

愛
媛
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
た
ほ
か
、
副
賞
と
し
て
、
各

ク
ラ
ス
優
勝
の
選
手
に
「
あ
ら
う
ま

い
！
愛
媛
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
各
10
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
３
位
以
内
の
選
手
に
『
あ

ら
う
ま
い
！
』
各
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
贈

り
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
ペ
ア
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
・
所
属
・
市
町
）。

　

◆
Ｂ
ク
ラ
ス
＝
青
木
志
帆
・
山
下
春

奈
（
結
和
ク
ラ
ブ
、
松
山
市
）
◆
Ｃ
ク

ラ
ス
＝
弦
田
ア
ユ
子
・
藤
原
悠
羽
（
内

子
卓
球
協
会
、
内
子
町
）
◆
Ｄ
ク
ラ
ス

＝
石
丸
記
子
・
中
村
美
穂
（
Ｚ
Ｏ
Ｉ
、

松
山
市
）◆
Ｅ
ク
ラ
ス
＝
𠮷
田
ミ
ユ
キ
・

阿
部
キ
ヨ
子
（
城
東
卓
球
ク
ラ
ブ
、
今

治
市
）

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
３
月
６
日
、
松

前
町
の
本
社
で
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」

す
き
焼
き
用
な
ど
が
当
た
る
「
令
和

も
！
無
洗
米
は
、
あ
ら
う
ま
い
！
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
抽
選
会
を
行
い
、
松
田

一
人
社
長
ら
が
、
６
，
９
９
３
通
の
応

募
の
中
か
ら
当
選
者
６
０
０
人
を
選
び

ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
12
月
16
日
か

ら
２
月
29
日
ま
で
実
施
。
期
間
中
は
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
無
洗
米
「
あ
ら
う
ま
い
！
」
の
経

済
性
や
安
心
・
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

ほ
か
、
量
販
店
で
無
洗
米
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
（
23
店
舗
）
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
応
募
ハ
ガ
キ
に
は
、「
店
頭
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
知
り
初
め
て
無
洗
米

を
買
っ
て
み
ま
し
た
」「
タ
ピ
オ
カ
の

Ｃ
Ｍ
が
わ
か
り
や
す
く
て
安
心
で
き
る

の
で
好
き
で
す
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
精
米
売
り
上
げ
数
量
全
体
に

占
め
る
無
洗
米
比
率
は
今
年
度
２
月
末

ま
で
で
25
％
。
今
後
も
戦
略
商
品
と
位

置
付
け
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
映
等
を
通
じ

て
Ｐ
Ｒ
と
販
売
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

抽選する松田一人社長（中央）

副賞のお米を手に喜ぶＡクラス優勝の渡邉（左）・西原ペア

 「
令
和
も
！
無
洗
米
は
、
あ
ら
う
ま
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
抽
選
会

ひ
め
ラ
イ
ス
無
洗
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
６
０
０
人
当
選
者
決
ま
る

 

第
33
回
ひ
め
ラ
イ
ス
杯
南
海
放
送
レ
デ
ィ
ス
卓
球
大
会

ひ
め
ラ
イ
ス
を
め
ざ
し
競
う
！
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「
第
58
回
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
（
湯
っ
た

り
オ
レ
ン
ジ
ロ
～
ド
）」
が
、
２
月
９

日
に
開
催
さ
れ
、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
職
員
や
関

係
者
な
ど
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
媛
ポ
ー
ク
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
は
、
生

産
者
と
関
係
者
な
ど
17
人
が「
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
参
加
。

　
「
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
チ
ー
ム
」
も
７

人
が
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
ロ
ゴ
の
入
っ

た
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
走
る
広
告
塔
と
し
て
、
沿
道

の
方
々
に
ブ
ラ
ン
ド
や
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

 

第
58
回
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン

媛
ポ
ー
ク
ラ
ン
ナ
ー
ズ
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
チ
ー
ム
が

走
る
広
告
塔
と
し
て
力
走
！

 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｍ　
ラ
ジ
オ
収
録

「
あ
ぐ
り
ず
む
」
で
愛
媛
の
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
！

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｍ
「
あ
ぐ
り
ず
む
」

に
愛
媛
の
農
畜
産
物
と
生
産
者
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
ぐ
り
ず
む
」
と
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン

の
未
来
を
元
気
に
す
る
『
農
業
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
』」
と
題
し
て
、
農
業
の
魅

力
や
生
産
者
の
想
い
を
リ
ス
ナ
ー
に
伝

え
る
ラ
ジ
オ
番
組
。
全
国
38
局
ネ
ッ
ト

で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
川
瀬
良

子
さ
ん
が
実
際
に
愛
媛
に
出
向
き
、
生

産
者
の
生
の
声
を
農
業
の
現
場
か
ら
お

届
け
。３
月
下
旬
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
場
し
た
生
産
者
は
、
Ｊ
Ａ
周
桑
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
者
の
西
川
哲
太
さ

ん
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
乾
し
い
た
け
生

産
者
の
成
髙
王
洋
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
お
ち
い

ま
ば
り
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
生
産
者
の

新
開
俊
之
さ
ん
、Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央「
に

こ
ま
る
」
生
産
者
の
藤
井
省
三
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
に
し
う
わ　
「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」

生
産
者
の
村
市
忠
さ
ん
の
５
名
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
生
産
者
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
あ
ぐ
り
ず
む
」
は
、
Ｆ
Ｍ
愛
媛
で
毎

週
月
曜
日
か
ら
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ＪＡ全農えひめチーム

乾しいたけの圃場での収録の様子

媛ポークランナーズ

清見タンゴールを紹介する川瀬さん
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愛媛いよかん大使のキャンペーンは今年で何回目でしょうか。
「〇〇回目」

発　表
「あぐり～ど」６−７月号で発表します。

当選者発表
２−３月号の答えは「湯島天神」でし
た。たくさんのお便りありがとうござ
いました。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に
図書カード1,000円分をお送りします。
寺尾　智美さん（四国中央市）
織田　留瑚さん（今治市）
馬越　美保さん（今治市）
大澤　悦子さん（今治市）
重見千恵子さん（松山市）
沖本富美子さん（内子町）
松浦　宝剣さん（大洲市）
井上　次恵さん（西予市）
寺坂　豊司さん（伊方町）
村上　信子さん（八幡浜市）　

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
2020年５月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

今月の
クイズ

編 集 後 記
　私事ですが、４月から園芸部
果実課に配属となり、今回で「あ
ぐり～ど」の編集は最後となりま
した。３年前、記事の書き方もカ
メラの扱い方も分からず失敗も
たくさん経験しましたが、取材先
では素晴らしい出会いがあり、多
くのことを学ぶことができました。
特に、記念すべき1000号の編集
に携われたことは大切な思い出
です。本当にありがとうございま
した。
　次号からは管理部総務課の湯
上純が担当します。引き続きご支
援・ご協力をお願いいたします。
　� （有紗）

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

　　初めて「あぐり～ど」を目にいたし
ました。今月号は「自己改革進捗状況」
の特集であったから誌面に限りがあっ
たこととは思いますが、多方面の記事
を掲載されており、ご苦労があったこ
とと存じます。

　　読者通信欄も楽しく読ませていただ
きました。できましたら、普段耳にす
る機会の少ない県内の畜産関係の生産
者の声も聞いてみたいです。

� （松山市・稲荷　道子さん）
編「あぐり～ど」を読んでいただきありが
とうございます！�畜産農家はもちろん、
愛媛の農畜産物を幅広く紹介していきた
いと思います。これからも「あぐり～ど」
をよろしくお願いします。�
�
　　エッセーを読んで。私もこれだけは
しようと決めていることがあります
が、体がしんどかったり寒いときなど
「まあ、明日でもいいか」と思うこと
があります。しかし「ここでしないと
明日もきっと同じことを思うだろう」
と思い直し、行動に移しています。梅
田さんの決めたことを毎日続ける行動
に感動し、勇気をもらいました。

� （今治市・岡田　絹枝さん）
　編�三日坊主の私も（いや三日も続かない

ときもある）、梅田さんのエッセーはと
ても心に突き刺さりました。何事も「継
続は力なり」ですよね。

　　農の風景を読んで。「愛媛いよかん
=いい予感」は、この時期、愛媛県人
なら必ずといっていいほどよく耳にす
るフレーズです。このフレーズがもっ
と浸透してくれると嬉しいですね。今
年も伊予柑をいただき美味しかったで
す。先日、媛小春をおすそわけしてい
ただきました。レモン？柚子？と思う
ような黄色い色。すっぱいのかと思い
きやとても甘い！

� （西条市・玉井　陽子さん）
　編�媛小春美味しいですよね！私も毎年１月

に開催される「えひめみかんまつり」で
いつも媛小春を大量買いしています。見
た目と味のギャップがハマりますよね。

�
　　「ひめの凜」「紅まどんな」などえひ
めの特産品は全国でも評価が高いもの
が多いと思います。秋に「愛たい菜」
でイベントがあり、くり部会の焼き栗
をいただきました。立派で美味しい栗
に感激いたしました。

� （松山市・田岡　栄子さん）
　編�実は愛媛の栗の収穫量は全国３位です。

柑橘はもちろん、様々な品目で愛媛に
は特産品がたくさんあります。

�
　　女性TAC・営農指導員のみなさんの
笑顔が輝いていて素敵でした。女性が
活躍出来るということは、社会にとっ
ても家庭にとってもとても大切なこと
だと思います。頑張ってほしいです。

� （伊予市・亀田　均さん）

編地域農業のために頑張る女性たちは本当
に輝いていて、たくさんパワーをもらえ
る研修会でした。�
�
　　表紙のブロッコリー、やわらかくて
素敵です。２月にお花の展示会に行き
ますと、鮮やかな色のついた大きなブ
ロッコリー２個が堂々と生けられてい
ました。感動しました。
� （西条市・白木　泰子さん）
編ええ！ブロッコリーがお花と一緒に生け
られているとは！なかなか想像ができま
せん。見てみたいな～。

　　初めて「あぐり～ど」を目にいたし

　　エッセーを読んで。私もこれだけは

　　表紙のブロッコリー、やわらかくて

　　女性TAC・営農指導員のみなさんの
笑顔が輝いていて素敵でした。女性が

　　「ひめの凜」「紅まどんな」などえひ
めの特産品は全国でも評価が高いもの

　　農の風景を読んで。「愛媛いよかん

　ＪＡ全農えひめ情報誌「あぐ
り～ど」は、愛媛県内ＪＡの役
員（非常勤理事 ･監事含む）・職
員、生産組織や女性組織のリー
ダー、県行政や関係機関、県内
報道機関を対象に無料配付して
います。
　読者名簿の更新を随時行って
います。名簿更新により、新た
にお届けする方とお届けできな
くなる方がいらっしゃいます。
皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

読者名簿更新について
お知らせ
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〈材料・４人分〉　　※１人あたり約336kcal
玉ねぎ（５㎜厚・輪切り）​​ ４枚
卵​​ ４個​
牛モモ肉​ ​200ｇ
チンゲン菜​​ １本
プチトマト​​ ４個
サラダ油​​ 適量
　　酒​​ 210㏄​
　　しょうゆ​​ 90㏄
　　みりん​ 70㏄
　　砂糖​​ 30ｇ

２色玉ねぎのクリュディテ（crudités）

〈作り方〉
①　玉ねぎは内側を抜き、半量ずつ棒切りと
みじん切りにする。

②　フライパンに油を熱し、玉ねぎの外側（リ
ング）を置き、中に卵を落として半熟目
玉焼きを作る。

③　鍋に油を熱し、①のみじん切り玉ねぎを
焦がさないよう炒め、Ⓐを加える。

④　牛肉は３㎝幅に切り、チンゲン菜は５
cmの棒切りにする。

⑤　フライパンに油を熱し、①の棒切り玉ね
ぎを炒め、しんなりしたら④を加える。

⑥　⑤に③を加え、ひと沸きして絡める。
⑦　⑥を皿に盛り、②をのせ、プチトマトを
添える。

カリカリ玉ねぎのポテトサラダ
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約313kcal

玉ねぎ​​ １個（260ｇ）
じゃがいも​ ​２個（300ｇ）
きゅうり​ ​１／３本
ハム（スライス）​​ ２枚
人参​​ 15ｇ
　　マヨネーズ​ ​80ｇ​
　　和がらし​ ​３ｇ
　　白ワインビネガー​​ ５㏄
黒コショウ（粗挽き）​​ 適量
塩​​ 適量
砂糖​​ 適量
揚げ油​​ 適量

玉ねぎと半熟卵のすき焼き風
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約141kcal

玉ねぎ​​​​ 中１／２個
紫玉ねぎ​​ 中１／２個​
鶏ムネ肉​　　　​ １／２枚（110ｇ）
ブロッコリー​​ 80ｇ
ゆで卵​​ １個
ドライパン粉​ ​20ｇ
乾燥パセリ（みじん切り）​適量
マヨネーズ​​ 20ｇ
　　水​​ 500㏄​
　　白ワイン​​ 20㏄
　　塩​​ 30ｇ
　　コショウ​​ 少々
​　　砂糖​​ 15ｇ
​　　オリーブ油​​ 15㏄
　　調味酢（市販）​ ​100㏄​
　　砂糖​ ​５ｇ

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）実習科　主任　門田　尚人先生
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Ⓐ

〈作り方〉
①　玉ねぎは均等な２㎜の薄切り。
②​　揚げ油を熱し、120℃位で①を入れ、温
度を150℃位まで上げ、焦がさないよう、
カリッと素揚げにする。

③​　じゃがいもは皮付きのまま塩をふり、
ラップで包み電子レンジ500wで５～７分
加熱、竹串が通るまで柔らかくする。

④​　③の皮をむき、つぶす。塩、コショウ、
砂糖で調味する。

⑤​　きゅうりと人参はスライスして塩もみ、
しっかり水気を絞る。ハムは１㎝角に切る。

⑥　④と⑤を合わせ、Ⓐで味を調え、皿に盛る。
⑦　②をトッピングし、コショウをふる。

〈作り方〉
①　玉ねぎ２種は５㎜幅の棒切りにする。
②　ゆで卵を粗みじん切りにし、パン粉と一
緒にフライパンで炒め、冷めたらパセリ
を合わせる。

③　ブロッコリーは小房に分け、鍋でⒶを沸
かして、①と一緒に茹で、Ⓑに漬け込む。

④　③の鍋に鶏肉をまるごと入れて、沸けば
弱火で火が通るまで茹でる。

⑤　④を手で小さく裂き、マヨネーズで和える。
⑥　器に③と⑤を盛り付け、②を振りかける。

Ⓐ

Ⓐ

Ⓑ

春先の新
・ ・ ・

たまは辛みが少なく
シャキシャキ食感も楽しい

NOW NOWCOOKING
今月の素材

玉ねぎ



● 

発
行
／
全
農
愛
媛
県
本
部　
〒
７
９
０― 

８
５
５
５　
松
山
市
南
堀
端
町
2
番
地
3　
● 

編
集
人
／
中
矢　
琢 

● 

編
集
部
／
総
務
課
☎（
０
８
９
）９
４
８―

５
３
２
３　
　
● 

印
刷
／
コ
ー
プ
印
刷
㈱

  2020
４
-５
月
号

  No.1010

あぐり〜どはWEBでも読めます
http://www.eh.zennoh.or.jp

ehimenosyoku

「えひめの食」Instagram

ＪＡ全農えひめ協賛FMラジオコーナー
FM愛媛
毎週木曜日「noonday pop」内
12時05分～12時15分

ＪＡ全農・愛媛県本部
「令和２年度事業計画」




